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分子の構造
年度 H18 H19 H20 H21 H22
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※平成17年度と平成18年度において、元利償還金とは充当可能特定財源の額を控除した後の額であり、満期一括償還地方債に係る年度割相当額とは積立不足額考慮算定額を含んだ額である。
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（7）実質公債費比率（分子）の構造（都道府県） 平成22年度 愛媛県

分析欄
　過去の景気対策等に伴い発行した地方債の元
利償還がピークを越えたことから、元利償還は
減少してきている。
　今後も、交付税措置のある地方債の優先活
用、償還期間の弾力的な運用などによる公債費
平準化に努める。
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